
ひめの凜栽培技術情報 

１ 気象情報について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 栽培管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 病害虫について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年７月 20 日 

気象状況（平年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南予地区【No.２】 

コメント 
 気温は、平年より７月上旬は０.４℃高く、７月中旬は０.９℃高く推移している。 
 日照は、平年より７月中旬は１割程度少なく、７月中旬は平年並で推移している。 

ブラスタム 
 
 
 
 
 
 
いもち病発生状況 
○南予における、好適感染日は７/５、７/６、７/９、７/１３、７/１９、７/２０。 
○県内の現地圃場では、早期米（コシヒカリ）で発生を確認しているが、程度は軽度。 
トビイロウンカ飛来状況 
○佐賀県：6/30（１頭）、７/１（12 頭）、３（15 頭）、４（４頭） 
※愛媛県：７/１（１頭）御荘の予察灯での誘殺あり 

生育状況 
○５月下旬田植の分げつはやや遅れ傾向だが、現在平年同程度。中干しが降雨の影響で十分でない。 
○６月上・中旬田植の分げつは、やや早まる傾向がであるため、分げつ確保後、中干しはやや早めに開
始。茎数は増加している傾向がみられている。 
中干し後の水管理 
○中干し直後は、いきなり湛水せずに走り水などを行い、徐々に入水する。 
○幼穂形成期までは、間断潅水を励行し足跡水以上は乾かさない。 
○幼穂形成期からは、徐々に水深を深くし湛水しやや深水とする。 
中間追肥 
○PK ﾐｯｸｽ、ｿｲﾔｰ、ｹｲ酸加里は中干し後に実施することとし、開始は間断潅水開始後とする。 
穂  肥 
○穂肥診断により、葉色に応じて穂肥を実施する。 
○左表の出穂期予測(農林水産委研究所調べ)を参考 
にして適正量を施用する。 
 



気象状況（宇和） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中間追肥について 

☆ケイ酸とカリ 

ケイ酸とカリは特に生育後半に必要とされ、ケイ酸は

90%、カリは 70%が幼穂形成期以降に吸収される。 

 

使い方（ケイ酸加里） 

施肥時期：出穂 45～35 日 

施肥量 ：20～40kg/10a 

 

☆ソイヤー 

アミノ酸により、発根促進・登熟促進が期待される。 

 

 

 

 

 



基肥一発体系の穂肥について 

 基本的に穂肥は行わない。 

だだし、途中で極端に葉色が低下

した場合は、穂肥前でも窒素成分で

２kg を上限に施用する。 
 

高温対策 

飽水管理を徹底するとともに地域の用水の供給状況に応じ、適切に水管理（かけ流し・湛水など）を

実施できるように準備を進めておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


